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磯縁閻晶霧し吼申し上t〔ギ膠け。

いかがですれlこの本しSと「 幅 120mの『東洋のナイアガラ』と呼ばれる “原尻の滝"

(大分県豊後大野市結方町)、 7月 1日のパス旅行中、その豪幸な姿に出会いました。

「水Jは生命の源として私たちの生活に欠かせないものであり、また滝や川の流れがかも

し出す景色に癒されることもしばしばです。この日は前日来の雨で水量も多く、記念撮影に

'ま最高の日となりましたが、その穏やかな流れもつかの間、数白後
には過去に経験したこと

がない大雨によつて九州各地で大きな被害が続発し、今更ながら自然の脅威を感じたと
ころ

でもあります。そして、家屋や田畑などの生活基盤を根こそぎ破壊してしまう洪水被害は、

山間部や河川部でのみ発生するものとは限らず、近年は都市部のライフラインが壊されるな

ど新しい水害も生しています。

前号では『備えあれば憂いなし』と “防災への備え"についてお伝えしたところですが、

近頃は『災害は 窯れlじい頃に やつてくる』との異常事態へと様変わりをしております。

まちづくり協議会では地域に根ざした活動を通じて、自助
a共助のチカラを増つていただ

き、安全で安心して住むことができる地域づくりのため、活動の輪を広げてまいりた
いと考

えており、皆様方のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

『まちづくり協議会事務所』 笠岡市笠岡2627番地 〔元郵便局1階〕
電話(FAX兼):63-5949

『 開 館 日』 月 B tt D金曜日の14時～17時まで

まだまだ残暑厳しき折柄、何卒ご自愛くださいますようお祈り申し上げます。



《書ぢづくとl協館会の事務帝を組命》

::::

事略帝の広と勝.たた科 12塁程虐τ.事務
組の膠かパVコン2台`コピ

ー機0この事構円
品を常えておとIs部会の会館むこが開けるスベ
ースもあ叫書●.占気軽に占饉しくだとい「

ここ勝今目的えベーえで、役員会む
この膠か、サロンを開いたとI`壁を刊
用して活動の構子を組命てと孝む。

去うTR冒 9口に勝.守科れ会のH
療ι〕協質としてs社協霊田宝部の瞥と
たによって子ども建の機93椋を服摩
し移しを。

ロビーの手むι:に惨パネ:とを張って

掲藤傾に使ってい移す。X前ご協命した
『古地口Jを汽とくして出ってお叫、付
近の案向岡にも刊開してい書す。

ここが事略所の八ι〕口です。用即籠周の玄蘭
だけあって、躍在もしっかとIした構えが残って
い書寸.

《 白 mら せ 》

前
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今日的えベーえ

胡

・平成24年 8月 22日に第3回目の役員会を開き、総会提出来件の協議を行いました。
・平成24年 9月 9日 13時 30分から、中央公民館4階集会室にて総会を開催しますので
委員の皆様方はお繰り合わせご出席ください。

なお、14時 45分からは rまちづくり講演会」を開きますので、笠岡地区の皆さんも
聴講にお越しください。(講師は島根県雲南市・海潮地区振興会の加本拘二さんです。)


